







氏 名（本籍）  天雲 成津子 （秋田県）  
学 位 の 種 類   博  士（学術）    
学 位 記 番 号   博 甲 第 7154 号      
学位授与年月日   平成２６年１０月３１日    
学位授与の要件   学位規則第４条第 1項該当   
審 査 研 究 科   図書館情報メディア研究科         
学位論文題目       金子洋文の研究－その文化活動から－                               
 
 
主     査    筑波大学 教授 博士（文学） 綿抜 豊昭 
副     査    筑波大学 教授 博士（文学） 松本 浩一 
副     査    筑波大学 教授 博士（史学） 白井 哲哉 
副     査    筑波大学 教授 修士（工学） 西岡 貞一 
副     査    中央大学 教授 博士（文学） 宇佐美 毅 
 













































  「第 7章  金子洋文と故郷― 地方性の存在」 





























































「終章  結論」 
金子洋文は、従来のプロレタリア文学運動の人物としてとらえられ、特にプロレタリア文化運動の魁
となった雑誌『種蒔く人』を創刊したことが評価されている。しかし、金子洋文の活動は多岐にわたる
ものであり、それらの多くに故郷の秋田が関連している。プロレタリア文化運動としての活動のみをお
こなっていたわけではなく、郷土秋田と深くかかわった文化人としても評価すべきであるとする。「第１
章」から「第７章」までの論考をふまえ、このように金子洋文を位置づけることには説得力がある。 
本論文は、金子洋文について、関連資料の全体像を理解したうえで、一次資料ほか膨大な文献資料を
緻密に読み解き分析し、金子洋文の文化活動の全容解明に迫り、金子洋文の地方性を明らかにしており、
新たな知見を得たものと高く評価することができ、学位論文としての水準に達しているといえる。 
 
【最終試験結果】 
 平成２６年９月２９日、図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席
のもと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。引き続き、「図書
館情報メディア研究科博士後期課程（課程博士）の学位論文審査に関する内規」第２３項第３号に基づ
く最終試験を行い、審議の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
 
【結論】 
よって、本学位論文の著者は博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
